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　　 これまでのあゆみ

　昭和６年に創設した「島根県陸上競技連盟」は昭和23
年、「日本陸上競技連盟」の傘下による加盟団体となり、
県下の加入団体を統括する組織に発展することで、昭和
25年度より団体名を「島根陸上競技協会」と改め現在に
至っている。
※あゆみの詳細については平成元年に発刊された「島根県体育史」に記載

　昭和33年８月にスタートした第１回玉造毎日マラソン
は、夏のマラソンとしては全国でも珍しく、後に「酷暑マ
ラソン」として名を高めた。この大会はアジア大会の最
終選考会を兼ねる大会となり、日本のトップ選手が出揃
う、福岡・別府大分・琵琶湖に次ぐ４大大会の１つと数
えられる競技マラソンに位置づけられるようになった。そ
の後、平成16年よりハーフマラソンに移行した後、平成
29年9月24日を以って60年間の歴史に幕を下ろすことに
なった。
　くにびき国体主会場となる松江市営陸上競技場（Ⅰ種
公認競技場）は昭和56年３月に完成し、従来の土グラウ
ンドから待望の県内初となる全天候型オールウェザー仕
様の競技場へと生まれ変わった。そして、昭和57年開催
のくにびき国体では、島根陸協としての総力が実り男女
総合10位と大健闘を成し遂げた。

　　 現在の状況

　平成24年３月30日、法人認可取得により一般財団法
人島根陸上競技協会が新たに法人格としてスタートする
ことになった。現在の会員数は中学高校生を除く一般登
録会員は825人で構成されており、昭和６年の県陸上組
織結成から93年の月日を経、時代に対応した組織づくり
を推し進めてきた。大正９年のアントワープ五輪に本県
から佐野幸之助選手が初出場して以来、現在まで104年
間で10人の陸上オリンピアンを輩出している。このうち５
人の選手が栄えある入賞に輝いている。ここ近年（30年
前まで）では、短距離の土江寛裕選手が平成８年開催の
アトランタ五輪、平成16年のアテネ五輪の２大会に出場
しており、アテネでは400mRで見事４位入賞の大健闘を
見せてくれた。また、世界選手権では３大会（アテネ・エ
ドモント・パリ）に出場し、そのうち平成15年のパリ大
会において400mRで１走の重責を担い、６位入賞を成し
遂げた。
　また、3000m障害物の三浦龍司選手は同種目の現日
本記録保持者でもあり、令和３年東京五輪の同種目で見
事７位入賞に輝き、日本にとって3000ⅿ障害物ではオリ
ンピック初の入賞者となる大偉業を成し遂げ、大学２年生

の活躍に国民は大きな声援を送った。後に、令和４年オ
レゴン、令和５年ブダぺストの世界選手権２大会に
3000m障害物で出場し、ブダペストでは得意のラストス
パートで堂々の６位入賞を果たすことができた。また、
世界で成績上位者のみが出場できる世界最高峰シリーズ
で年間チャンピオンを決める令和５年WAダイヤモンド
リーグファイナル（オレゴン）に於いても５位入賞に輝き、
今も世界の大舞台で見事な躍進を続けている。
　その他、世界選手権代表入りを果たした選手では、長
距離の三代直樹選手、マラソンの小松ゆかり選手、長距
離の杉原加代選手、長距離の辰巳悦加選手、短距離の
青山聖佳選手なども世界の大舞台で堂々の活躍を見せて
くれた。
　多くの国際大会出場選手を輩出したことについては、
本県の人口と比較した場合、優秀な選手が数多く誕生し
て、立派な成果を収めている。選手の努力は勿論だが、
指導者の熱意や育成環境、選手の意識高揚と取り巻く環
境など、多くの条件が高水準にあると思われる。
　また、本県では、90回から100回以上開催されている
競技会が６大会存在している。全国でも長い歴史ある競
技会を実施している地方は多くはなく、その点では、記
録レベルの向上、競技者の普及、競技人口の拡大など競
技振興の原点について、いち早くから取り組むことがで
きる環境下に置かれていたのではないだろうか。
　このように、物資の乏しい悪条件の時代の中、陸上競
技の普及、振興や競技レベルの向上についての思いから、
苦慮されて競技会をつくり、繁栄へと導かれた先人の方々
に深く敬意を表したいと思う。
　また、本県出身選手の活躍する姿は、将来トップアス
リートを目指すジュニア層に夢と希望を大いに与えてくれ
るものと確信する。

　　 これから

　現在の一般登録会員数（審判、選手）を４年前と比較
すると150人、６年前では360人の会員減少である。こ
の会員減少に歯止めをかけることが課題であり、将来的
に見た場合、県内の人口問題には厳しい状況があり、限
りあるなかでできるだけの工夫をしながら、競技会のレ
ベルアップや審判員による余裕のある大会運営が今後望
まれる。
　同様に2030年開催の島根かみあり国スポに向けての
タレント発掘や選手強化など普及や競技力の向上などが
現実問題となっており、それと並行して、大会運営に必
要な競技役員数の確保や次の世代を担う若手審判員の増
員、養成等の対策が急がれる。
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